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燃料電池ハザ－ド抽出表（燃料系）
※斜体文字 は液体燃料に適用

都市ガス１３Ａ（ＣＨ４ 88%、Ｃ２Ｈ６ 6%、Ｃ３Ｈ８ 3%、Ｃ４Ｈ１０ 3%）
ＬＰガス（Ｃ３Ｈ８、Ｃ４Ｈ１０）
液体燃料（ナフサ（代表性状　C 6H 14 )、灯油（代表性状 C 12H 26））（ナフサに関しては脱硫ナフサ、灯油に関しては数ppmまで脱硫した灯油の使用を前提としている。）

ねじ緩み・腐食・亀裂 配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
配管液漏れ

昇圧器

・０．１ＭＰａ未満に加圧

ねじ緩み・腐食・亀裂 配管ガス漏れ
　　　　　　　　　⑥

脱硫器からのガス漏れ①
改質器からのガス漏れ① 可燃性ガスへの着火

過回転・ガス圧（高） CO変成器からのガス漏れ①
CO除去器からのガス漏れ①
セルスタックからのガス漏れ①

オーバーヒート コイル焼損 火災

バーナ断火
閉塞・ガス圧（低） ガス流量低下 改質器温度（低）　②

セルスタック電圧（低）

蒸発器温度（高） コ－ク析出による閉塞 コイル焼損

脱硫器
・数ｐｐｍの硫黄分を常温～約３５０℃で除去
（ただし、ＬＰガス仕様に関しては、常温タイプの脱硫器に限定（加熱タイプの脱硫器において、異常加熱を起こした場合、
  ＬＰガス自身から発火する可能性があるため）
・脱硫方式には吸着除去と水添脱硫方式がある
・脱硫器出口では硫黄分はほぼ０ｐｐｍ

ねじ緩み・腐食・亀裂 本体・配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
　　　　　　　 ①⑥ ガス圧（高）

バーナ断火
閉塞・ガス圧（低） ガス流量低下 改質器温度（低）　②

セルスタック電圧（低）

触媒反応不良及び 硫黄分が改質器へ 改質器触媒被毒　　③
吸着剤不良

改質器
・約６００℃で触媒反応（ＣＨ４＋２Ｈ２Ｏ→４Ｈ２＋ＣＯ２、ＣＨ４＋Ｈ２Ｏ→３Ｈ２＋ＣＯ）、（Ｃ２Ｈ６＋４Ｈ２Ｏ→７Ｈ２＋２ＣＯ２、Ｃ２Ｈ６＋２Ｈ２Ｏ→５Ｈ２＋２ＣＯ）
（Ｃ３Ｈ８＋６Ｈ２Ｏ→１０Ｈ２＋３ＣＯ２、Ｃ３Ｈ８＋３Ｈ２Ｏ→７Ｈ２＋３ＣＯ）、（Ｃ４Ｈ１０＋８Ｈ２Ｏ→１３Ｈ２＋４ＣＯ２、Ｃ４Ｈ１０＋４Ｈ２Ｏ→９Ｈ２＋４ＣＯ）
・約７００℃で触媒反応（ＣｎＨｍ＋２ｎＨ２Ｏ→（４ｎ＋ｍ/２）Ｈ ２＋ｎＣＯ２、ＣｎＨｍ＋ｎＨ２Ｏ→（２ｎ＋ｍ/２）Ｈ ２＋ｎＣＯ）
・ＣＯ約１０～１５％発生
・燃料中の総炭素モル数に対して２～３倍のモル数の水蒸気を導入
・バーナで加熱（燃料及びＨ２を燃焼）

ねじ緩み・腐食・亀裂 本体・配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
　　　　　　　 ①⑥ ガス圧（高）

ＣＯ中毒
　　　 ②

水蒸気過流入 改質器温度（低）

触媒反応不良 水素生成量減少 セルスタック電圧（低）
　　　　　　　 　③

水蒸気不足 カ－ボン析出 触媒層入口圧力上昇
　　　　　　　 　⑦

改質器温度（高）
　　　 バーナ ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
　　　　・燃料、燃料・Ｈ２混合、Ｈ２を燃焼させる

燃料過流入 改質器温度（高）

排気温度（高） 可燃物温度上昇

改質器温度（低）　②
燃料、Ｈ２流量低下 バ－ナ損傷 火災

逆火
燃焼空気過剰 バーナ断火

　　　　　　　 　⑪
燃焼空気不足 不完全燃焼 高濃度ＣＯ発生 ＣＯ中毒

　　　　　　　 　⑩

　　　　排気
排気温度（高） 可燃物温度上昇

排気漏れ ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

蒸発器・ポンプ

反応器損傷によ
るガス漏れ
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バーナ断火
排ガスが換気を経て給気 ＣＯ除去器への影響　④

セルスタック電圧（低）

不完全燃焼
高濃度ＣＯ発生 ＣＯ中毒

排気閉塞 不完全燃焼

バーナ断火

熱回収循環水流量低下 冷却不足 排気温度（高） 可燃物温度上昇
　　　　　　　 　⑨ 配管水漏れ 　　　 ⑧

冷却水沸騰　　⑯ 水系抽出表へ

CO変成器
・約２５０℃で触媒反応（ＣＯ＋Ｈ２Ｏ→Ｈ２＋ＣＯ２）
・ＣＯ濃度約０．５％に低減

ねじ緩み・腐食・亀裂 本体・配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
　　　　　　　 ①⑥ ガス圧（高）

ＣＯ中毒

CO除去器への影響　⑤
触媒反応不良 高濃度CO発生

セルスタック電圧（低）

CO除去器
・空気を送り込みＣＯを燃焼させる（ＣＯ＋1/2Ｏ２→ＣＯ２）
・運転温度約１５０℃
・ＣＯ濃度１０ｐｐｍ以下に低減

ねじ緩み・腐食・亀裂 本体・配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
　　　　　　　 ①⑥ ガス圧（高）

ＣＯ中毒

凝縮水で閉塞 Ｈ２供給不足

高濃度ＣＯ流入 セルスタック電圧（低）
　　　　　　　 　⑤

触媒反応不良 CO除去不足　　　⑰
　　　　　　　 　⑬

空気不足 Ｈ２過剰消費
　　　　　　　 ④⑫

空気過剰 ＣＯ除去器温度（高） ケ－シング内温度上昇 可燃物温度上昇
　　　　　　　 　⑭

セルスタック
・セルスタックに導入するガス成分
　（Ｈ２ 約75%、ＣＯ２ 約19%、ＣＨ４ 約0.5%、Ｎ２ 約5%、ＣＯ 約10ppm）
・発熱反応で約８０℃
・未反応水素はバ－ナで燃焼
・空気極で熱回収

ねじ緩み・腐食・亀裂 本体・配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
　　　　　　　 ①⑥ ガス圧（高）

ＣＯ中毒
高濃度ＣＯ流入 電極被毒

　　　　　　　 　　⑰
残メタン量増加ガス流入 Ｈ２供給不足 セルスタック電圧（低）

Ｈ２必要量不足
クロスリ－ク

水素・空気共存 可燃性ガスへの着火 火災

　　　 ⑮
ドレンによる配管閉塞 空気量不足 セルスタック電圧（低）

熱回収循環水流量低下 冷却不足 冷却水沸騰　　⑯ 水系抽出表へ
　　　　　　　 　⑨ 配管水漏れ 　　　 ⑧

セルスタック温度（高） ケ－シング内温度上昇 可燃物温度上昇

バ－ナへ

ねじ緩み・腐食・亀裂 配管ガス漏れ 可燃性ガスへの着火 火災
ガス圧（高）
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燃料電池ハザ－ド抽出表（水系）

水道水

断水 水不足 水蒸気不足　　⑦ 燃料系抽出表へ

フィルター
・ゴミ等を除去する

感電
漏電

ねじ緩み・腐食・亀裂 配管水漏れ 火災
ガス配管腐食　　⑥

燃料系抽出表へ
フィルター詰まり 水不足 水蒸気不足　　⑦

イオン交換
・純水にする

感電
漏電

ねじ緩み・腐食・亀裂 配管水漏れ 火災
ガス配管腐食　　⑥

燃料系抽出表へ
樹脂詰まり 水不足 水蒸気不足　　⑦

樹脂機能低下 不純物混入・配管閉塞

セルスタック短絡 セルスタック電圧（低）
電導率上昇 感電

セルスタック地絡 漏電
改質器へ 火災

熱回収循環系へ
・熱回収のための循環水が補給される

感電
漏電

ねじ緩み・腐食・亀裂 火災
配管水漏れ ガス配管腐食　　⑥

過回転・水圧（高） 　　　　燃料系抽出表へ
冷却水不足　　⑧

配管閉塞による過負荷 オーバーヒート コイル焼損 火災

循環水流量低下 熱回収への影響　⑨ 燃料系抽出表へ

　　　⑯ 冷却水沸騰 ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
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燃料電池ハザ－ド抽出表（空気系）

燃焼用空気（バーナ）

フィルター
・ゴミ等を除去する

フィルター詰まり 燃焼空気不足　　⑩ 燃料系抽出表へ

オーバーヒート コイル焼損 火災
ブロアー

・バーナへ燃焼用空気を送る

過回転 燃焼空気過剰　　⑪ 燃料系抽出表へ

配管閉塞による過負荷 オーバーヒート コイル焼損 火災

ブロアー回転数低下 燃焼空気不足　　⑩ 燃料系抽出表へ

触媒反応用空気（ＣＯ除去器）

フィルター
・ゴミ等を除去する

フィルター詰まり 反応用空気不足　⑫ 燃料系抽出表へ

オーバーヒート コイル焼損 火災

不純物混入 触媒反応不良　　⑬ 燃料系抽出表へ

ブロアー
・ＣＯ除去器へ反応用空気を送る

過回転 反応用空気過剰　⑭ 燃料系抽出表へ

配管閉塞による過負荷 オーバーヒート コイル焼損 火災

ブロアー回転数低下 反応用空気不足　⑫ 燃料系抽出表へ

反応用空気（セルスタック）

フィルター
・ゴミ等を除去する

フィルター詰まり 反応用空気不足　⑮ 燃料系抽出表へ

オーバーヒート コイル焼損 火災

不純物混入 セルスタック電圧（低）

ブロアー
・セルスタックへ反応用空気を送る

過回転
オーバーヒート コイル焼損 火災

配管閉塞による過負荷

ブロアー回転数低下 反応用空気不足　⑮ 燃料系抽出表へ

ケーシング内換気

換気ファン
・ケーシング内の換気を行う

ファン回転数低下 ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

可燃性ガス滞留 可燃性ガスへの着火
換気口閉塞 火災

オーバーヒート コイル焼損
過回転 　　　 

換気口
・ケーシング内の換気を行う

換気口閉塞 ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

可燃性ガス滞留 可燃性ガスへの着火 火災
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燃料電池ハザ－ド抽出表（停電時）

停電時

バッテリー電源 通常停止

系統から解列 自己補器分を発電（待機運転） 復電後へ

インバ－タ停止
制御・補器電源断

燃料供給停止

昇圧器又は蒸発器・ポンプ

昇圧器又はポンプ停止 ガス圧低下

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

脱硫器

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

改質器

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

水蒸気流入停止 可燃性ガス温度上昇※ 改質器温度（高） 可燃物温度上昇
※この項目は停電時、蒸発器（液体燃料）に液層が残る可能性のある構造に該当する。

　　　 バーナ

加熱停止

燃焼用ブロアー停止

　　　　排気

排気停止

熱回収循環水停止

CO変成器

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

CO除去器

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

反応用空気供給停止

セルスタック

配管内可燃ガス滞留 温度低下による 着火 火災
系内負圧・空気混入

反応用空気供給停止

熱回収循環水停止

バ－ナへ

復電後

停電検出後３００秒以上 系統へ再連系
待機運転

昇圧器、
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燃料電池ハザ－ド抽出表（メンテナンス時）

メーカー ユーザー 交換部品 トラブル内容 起こりうる現象 ハザード
昇圧器 昇圧器 ○ × 本体 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災
（ガス） オイル ○ × オイル

・オイルの入れ忘れ、キャップの付け忘
れ等によるオイル空状態で運転 オーバーヒート→コイル焼損 火災

燃料ポンプ ポンプ ○ × 本体 ・配管接続不良 配管燃料漏れ→着火 火災
（液体燃料） オイル ○ × オイル

・オイルの入れ忘れ、キャップの付け忘
れ等によるオイル空状態で運転 オーバーヒート→コイル焼損 火災

蒸発器 ・配管接続不良 配管燃料漏れ→着火
（液体燃料）
脱硫器 脱硫器（触媒） ○ × 本体 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災

脱硫器（脱硫剤） ・カ－トリッジ装着不良 配管ガス漏れ→着火 火災
(空気に触れ発熱しないものに限定) ・カ－トリッジ入れ忘れ 改質器触媒被毒→セルスタック電圧（低） －

改質器 改質器 △ × 本体 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災
バーナ ・接続不良による空気不足 不完全燃焼→高濃度ＣＯ発生 ＣＯ中毒

バーナ断火 －
・フィルター付け忘れによる異物混入 配管閉塞→空気不足→不完全燃焼→高濃度ＣＯ発生 ＣＯ中毒

配管閉塞→空気不足→バーナ断火 －
・フィルター装着不良 異物混入→配管閉塞→空気不足→不完全燃焼→高濃度ＣＯ発生 ＣＯ中毒

異物混入→配管閉塞→空気不足→バーナ断火 －
ＣＯ変成器 ＣＯ変成器 △ × 本体 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災
ＣＯ除去器 ＣＯ除去器 △ × 本体 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災

ブロアー ○ × ブロアー ・接続不良による空気不足 ＣＯ除去不足→セルスタック電圧（低） －
・フィルター付け忘れによる不純物混入 配管閉塞→空気不足→ＣＯ除去不足→セルスタック電圧（低） －
・フィルター装着不良 配管閉塞→空気不足→ＣＯ除去不足→セルスタック電圧（低） －

セルスタック ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災
・電気配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災

ブロアー ○ × ブロアー ・接続不良による空気不足 セルスタック電圧（低） －
・フィルター付け忘れによる不純物混入 配管閉塞→反応空気不足→セルスタック電圧（低） －
・フィルター装着不良 異物混入→配管閉塞→反応空気不足→セルスタック電圧（低） －

換気ファン ・給排気逆転 ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・電気配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災

電装部 電装基盤 ○ × 本体 ・電気配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災
漏電ブレ－カ－ ・電気配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災
(家庭用のものに限定)
保護継電器 ○ × 本体 ・電気配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災

水通路部 ・フィルター付け忘れによる不純物混入 樹脂機能低下→電導率上昇→セルスタック短絡→セルスタック電圧（低） －
樹脂機能低下→電導率上昇→セルスタック地絡→漏電 感電、火災

・フィルター装着不良 配管水漏れ→漏電 感電、火災
配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上 可燃物温度上昇
配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

・交換時、空気混入 供給水量不足→水蒸気不足→改質器カーボン析出→水素生成量減少→
セルスタック電圧（低）

－

供給水量不足→水蒸気不足→改質器温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・イオン交換樹脂付け忘れ 電導率上昇→セルスタック短絡→セルスタック電圧（低） －

電導率上昇→セルスタック地絡→漏電 感電、火災
配管水漏れ→漏電 感電、火災
配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上 可燃物温度上昇
配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

・イオン交換樹脂装着不良 配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上 可燃物温度上昇
配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

・交換時、空気混入 供給水量不足→水蒸気不足→改質器カーボン析出→水素生成量減少→
セルスタック電圧（低）

－

供給水量不足→水蒸気不足→改質器温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・配管接続不良 配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上 可燃物温度上昇

配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・交換時、空気抜き忘れ 供給水量不足→水蒸気不足→改質器カーボン析出→水素生成量減少→

セルスタック電圧（低）
－

供給水量不足→水蒸気不足→改質器温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
　　○　：　メンテナンス（日常点検や定期保守点検をいう） △　：　オ－バ－ホ－ル（必ずメ－カ－が行い、交換を行った後、調整や試運転等を必要とする）
　　×　：　ユ－ザ－が触れてはならない部品

蒸発器 ○

フィルター

○ カ－トリッジ

本体

○ フィルター

× ブロアー

換気ファン ○

メンテナンスを必要とするもの

○

反応用空気フィルター ○

ブロアー ○

燃焼用空気フィルター ○

セルスタック △ ×

反応用空気フィルター ○ ○

○ ×

ポンプ ○

フィルタ－ ○

イオン交換樹脂 ○

○

×

火災

本体

× 本体

フィルター

○ フィルター

本体

○ イオン交換樹脂

× 本体
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燃料電池ハザ－ド抽出表（設置時）

設置業者 ユ－ザ－ トラブル内容 起こりうる現象 ハザード
ガス ガス配管 ・配管接続不良 配管ガス漏れ→着火 火災

・設置時、空気抜き忘れ 脱硫器触媒と反応し発熱→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
バーナ不着火 －

液体燃料 燃料配管 ・配管接続不良 配管燃料漏れ→着火 火災
・設置時、空気抜き忘れ 脱硫器触媒と反応し発熱→ケーシング内温度上昇(空気に触れ発熱する脱硫剤に限定) 可燃物温度上昇

バーナ不着火 －
水 ・配管接続不良 配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・設置時、空気抜き忘れ 供給水量不足→水蒸気不足→改質器カーボン析出→水素生成量減少→セルス

タック電圧（低）
－

供給水量不足→水蒸気不足→改質器温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・配管接続不良 配管水漏れ→冷却水不足→セルスタック温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇

配管水漏れ→冷却水不足→冷却水沸騰→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
・設置時、空気抜き忘れ 供給水量不足→水蒸気不足→改質器カーボン析出→水素生成量減少→セルス

タック電圧（低）
－

供給水量不足→水蒸気不足→改質器温度（高）→ケーシング内温度上昇 可燃物温度上昇
電気 電気配線 ○ × ・配線接続不良 漏電、短絡 感電、火災

　　○　：　有資格者が設置する
　　×　：　ユ－ザ－が設置してはならない

○ ×

○ ×

給水配管 ○ ×

○ ×熱回収循環水配管

-
1
7
8
-



起動・停止シ－ケンスフロ－

通常停止　 ：通常の使用状態で停止
非常停止Ⅰ：異常を検知し停止
非常停止Ⅱ：停電や制御異常で停止

全
て
瞬
時
停
止

停
止

停止シ－ケンス

非
常
停
止
Ⅱ

発
電
停
止
・
燃
料
供
給
停
止

バ－ナパ－ジ
可燃性ガス系
パ－ジ

停
止

異
常
停
止
Ⅰ

発
電
停
止

燃
料
供
給
停
止

改
質
器
温
度

改
質
器
へ
燃
料
供
給
開
始

各
反
応
器
・
セ
ル
ス
タ
ッ
ク
規
定
温
度

熱回収（セルスタック部）

セルス
タックへ
改質ガ
ス・反応
空気導
入開始

発
電
開
始

Ｈ２燃焼（バ－ナ部）

通
常
停
止

改質器用水供給

起動シ－ケンス

改
質
器
へ
ス
チ
－
ム
供
給
開
始

１３Ａ、ＬＰガス、ナフサ、灯油と
１３Ａ、ＬＰガス、ナフサ、灯油燃焼（バ－ナ部）

Ｈ２の混合ガス燃焼

運
転

バ
－
ナ
点
火

バ－ナ空気
パ－ジ

改質器・セルスタック昇温 外部へ電気出力
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